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多可郡杉原谷村のセコイヤについて ':.'.:1に"レかで 1'，;

田 中 兼 治 i

数年前診原谷のアメ P カスギとしイ名で地方新聞に Idendron gigantium dindl である事は花と植物の創刊
ー出た事があった。その時は別に気にL なかったが昭和| 号にある長谷川勝好氏の記事に依り間違いはない占さ.
27:年12月16日付の神戸新聞に精h くわしい記事となっ| てカムツ
たので早速杉原谷の生徒に頼んでその小授を取寄せて| 送られたのが今から約28年程以前の事でこの種子も
見た。ス手L たのは確か19日であった。 1:発芽も生育も大へんよくて始あの聞は小授が少なくす
昭和28年の 1 月11日同村の生徒大江清君の案内で笑| くす・くと伸びて 2年自には 3 メ戸ト JL 程にもなりまる

地調査の為セヨイヤの生育L ている杉原谷村轟の東賀| で主主本の様に見えたらしい。土地の人は変にJ思い出し
与一氏を訪ねたが運惑く留守で令弟の東賀左右衛門氏| こんな草の様な木を育てた所カ殺に立つ様な木にはな
と令息庄治氏の好意で木の大きさや由来について聞く | るまいとて殆んどぬいてしまった。荒地の所に若干蔚
ことが出来た。っていた分も開墾の時に何の惜し気もなく切ってL ま
，なお満足が出来なかったから18日〈日〉に再度東賀氏 iった様で最後に残ったのが家の附近にある 2 *と谷肉
宅を訪れ直接老翁東賀与一氏 80才〉に会って色々と懐 i 号の小林中に 2本だけがスギやヒノキ等の雑林中に残
旧談と共にプメリカスギ、の由来を聞くことが出来た。
東賀氏t玄関治33年ふとしたことから渡米されて昭和15
年に帰国される迄野氏期間40数年，その話によると
「その在住記念にアメリカの物を何か槌え皮いと思い
色h 考えたがアメロカの駅ではよく桧の突〈パイジナ
'y 

いるのに気が付き、若L これが日本でもよく繁殖すれ
ば突も材も利用出来るので産業上大へん役立つからと

つでいるのみである。
" 遠方から眺ゐても特に大きくかっ奨の色が縫いので
仰の木とす・ぐ見分けがつ〈位で走えが直接潰I jo たのは家
の近くにある 2 *で地上150cm の所で周囲が137cmと
l09cm とあり同時代に摘林されたという 5 m程離れた
所にあるヒノキの生育と比竣L て3倍以上の生育譲り
である。
4 樹皮は丁度内地の杉皮を膨らませた様官官句3cm程のl

思い早速パイ Y ナげを沢山郷墨杉原谷へ送った。そ i厚さがあり帝国く繊維性のあることから錦左右衛眠
札て後藤という方に世話を頼んだが蜘餓んど発! 等がこの皮が側、シュロ掘の代用品の様なものにでも
芽L て甚だ成讃がよかったそうだが、: 演核抑ジ什| 出来ぬものかと誌、出 L森林組合の岸料等もこの木
ジャ出たのでこんなわけのわからぬ木を日本で大きく

いろちに皆抜いてL まったとの事であった。

に着眼L て種子の採集や発芽実験に力をスれかけ地方
Lた処でとても使い物にはなるまいとて 2年もたたな| 事務所の; 休務課とも協力Lかけたのがそもそも地方新

聞の種となったはじまりで怠る。
材質は成育が速い割合に綴空きで' : f : i E 自の様に美しく建

スコから約10マイル程の所にあるセコイヤメ戸グとい| 電柱用材としても成育年数其他から考察して大へん好
ろ国立公園の木でここではカム Y リ戸〈セコイヤ〉の大| 適である。地元森称組合では前言の通り苦心の結果種
樹がものすごく生育して保護されている o なおヨセミ| 子を採集L莱試験場でも発芽試験をしてもらった処 2.
T  g という国立公園には更に林があってその内! % の緋率との事でらったそうだが、今春地元噛床
特に大きいのは御承知の凶ant-tree と言われるもので| 構築に慎重な注意の上播種した処殆んど発芽して現在
この公園の道路工事中じゃまになるからとてこの木の i20本程の荷が出来ている。朗29年は4 1 ) ットルの種子
様元にト Y ネルを抜いたが馬車の2 頭立が平気で通れ| から3，OOQ本の苗木を育成すると予定をたてている。な
るし自動寧が2合平気で交代出来るだけの大きなもの| お怠が測定L た 2木の機元からは不定芽が沢山でてど
であるとの事であった。 j んどん成長しているし、山林中に怠る径約 2 5 c mの切

; 除の周囲からは約30;;伝の新芽が大ノj、とりまぜ℃成長し
レッドウッドとも言われる Sequoia sempervirensであ| ている。この杉や槍の切株から新芽がどんどん出る様
り、グャイア y ト主い号のがセコイヤ推移またはマ y なととはこの辺では絶対に見られない現象だがとの木
モ久ノキと言われるのやゴマ塩頭の巨木と言われ推定| では見事に出ていて、まるでカキかクヌギの切株qょ
樹令'300昨以上と計算されているもののある Sequoia- I う?である。
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昭泰昭島平1 月11日に行った時この
新芽を沢山攻って来て挿木をし下みJ J T 1、c と1-'ふ
た処、土も時季もその他の条件が皆

って出たばかりの白い柔かいものは
。約 3 ヵ月で枯れたカヰ目当大きえなっ
アたものや大小の小枝を切ったものな
: どは先鋭滞の芽のあるなしにかかわら‘
‘ず皆よ，くついている。
若L 日本の禿山の緑化を考えるな

tら成育環境が杉原谷の様な処を選ぶ〆
λ きであるが切株から次代の主主が寂
' れるから伐採後の椅林の手聞が省け
るし成長が% の年欽で利用の域迄達
するので大変な価値のあるものと確
i信を抱いているo
I 多可郡中町の森林正、岸本米夫郎
氏( 県内需要の電柱は全部この人が
.供給L てかlる〉の話では電柱用の杉 t

ゼも現在では殆んど挿木繁殖でらつ
で突生に比べると 4 、'5年間おくれ!
るがし 6年後の発育はずっと挿木
の方が成績がよいとの事である o 大
体電柱用材は挿木で40-50年という
、所だそうだから若しこれをセコイヤ
ーに代えるなら優に20年でその域に遥'
ずるから〈杉原谷の突生を見ても
】わかる〉若L セゴイヤ熱を全国的に
あげるなら爾後電柱用材の需要は非
常に楽になるものと考えるわけでお
る。
なおセコイヤの損木については

'T山林J
それによると挿木は 4 月中旬笛穏を

/  ・ょく水洗して掃す。日療をして余り風の当らない所が
よい。また7. 1 <掛の菅玉虫の困難な時は/ / ' ' . /ゴ摘しも成母
冶Zよい o
' 実生法は11月に取り蒔きにすると発芽率は最もよい
が霜柱の立つ様なところではよくないから春時にす
る。覆土は O . 5 c mにL て上からうずく瑛で被うてお
《とよい。
〔付記〕 昭和28年 1 月11日調査の節森林組合の好意

じて感謝の意を表しておく。 (28:12.20.田中〉
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.11工授で% 大、] l i主種子で 4倍犬、 E は弘倍である

〔皇室井云〕ここに載せた図は昭和田年11月15目、回
申先生の案内で現場を見ることが出来た時に採集じた
l校を岡村はた先生に写生して買い摘入したもの。

(P221カ〉ら〉
或は熊野川、千極J 11からとんで産するイワナかが問題
となる。も L前者であるとすると千種川上計直がもっ
とも最近内海氏の報告によると西河内の分水績を西に
越して岡山県英田郡西粟倉村大芽吉井川の上流にも箆
息するとのことであるから兵庫県に近い所がそれより
以西より発見されなければ分布の西限となると思号。
本稿は全く内海卯一氏御探集の標本と報告によって記
述したもので、同氏に最大の謝意を表する。
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